
平成２６年１０月吉日 

 

 

全国環境整備事業協同組合連合会 

公益社団法人岐阜県浄化槽連合会 

 

大会「 連携 」 

 

 秋晴の候、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 毎年一回、千名を超える皆様に集まっていただき大会を開催していますが、早いものでその時期と

なりました。今回の大会名は「連携」です。 

１部では、評論家 西部邁先生を迎え「米露対決・大戦の足音がする」を講演して頂きます。 

２部では、パネルディスカッションを行います。 

これまでの下水道整備により、一級河川などの水質は大きく改善されました。しかしこれにより、

下水道会計は一般会計と特別会計を分離した基本を無視し、一般会計からの補てんを恒常的に行い、

会計規範なし崩しの現実を作り上げました。 

過去の大震災では、下水道は大きな被害を受け、浄化槽は地震に強いことが明らかにされました。

下水道を利用していた避難場所ではトイレが使用できず、被災者は苦汁の避難生活を送られました。 

南海トラフ地震の発生が想定される中、防災対策の一つとして避難場所のトイレの在り方について

十分検討する必要があります。 

強く雨が降るとあっという間に水害が起きる。いつの間にか日本は水に弱い都市となりました。 

浄化槽を設置することがリスク分散といえるのか！ 

はたして浄化槽が下水道の足らざるを補えるのか！ 

大会「連携」で議論したく、ご案内申し上げます。 

 

記 

 

日 時    平成２６年１１月１０日（月） １３時００分～１７時００分 

場 所    岐阜グランドホテル ロイヤルシアター 

 内 容 

    ・主催者の主張                         玉川 福和  

    ・講演「米露対決・大戦の足音がする」  評論家  西部 邁  様 

・パネルディスカッション「連携」 

３業種連携による浄化槽維持管理 事例報告 

参議院議員 小見山幸治 様  

関ヶ原町長 西脇 康世 様 

                    常葉大学教授 小川 浩  様 

       評論家  西部 邁  様 

主催者  玉川 福和 

パネリスト 


